
南
方
戦
域
転
戦
回
顧
　 福

島
県
　
原
源
司
　 

私
は
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
七
月
二
日
、
福
島
県
耶
麻
郡

熱
塩
加
納
村
大
字
宮
川
字
半
在
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
徴
兵
検

査
は
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
四
月
で
、
甲
種
合
格
で
し

た
。入

営
は
昭
和
十
七
年
四
月
一
日
、
仙
台
の
第
二
師
団
野
砲
兵

第
二
連
隊
補
充
隊
第
四
中
隊
で
す
。

入
営
当
時
の
私
の
家
族
は

祖
父
　
　
　
　
健
在
　
　
農
業
、
山
林

祖
母
　
　
　
　
〃
　
　
　
〃

父
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
〃

母
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
〃

本
人
（
長
男
）
〃
　
　
　
〃

弟
（
次
男
）
　
〃
　
　
　
海
軍
へ
志
願
兵

〃
（
三
男
）
　
〃
　
　
　
商
業
学
校
生

〃
（
四
男
）
　
〃
　
　
　
小
学
生

と
八
人
家
族
で
、
私
が
兵
役
に
服
す
る
こ
と
は
一
家
の
経
済
に

与
え
る
打
撃
は
大
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

村
で
は
私
一
人
が
入
隊
で
し
た
。
前
日
仙
台
の
指
定
旅
館
で

一
泊
、
翌
日
独
り
で
元
気
に
入
営
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
初
年

兵
教
育
の
助
手
も
し
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
南
方
の
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
作
戦
の
た

め
、
悲
惨
き
わ
ま
る
大
苦
戦
を
続
行
し
、
第
二
師
団
の
会
津
若

松
の
歩
兵
第
二
十
九
連
隊
長
古
宮
大
佐
は
軍
旗
と
と
も
に
玉

砕
、
連
隊
は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
ま
し
た
（
ち
な
み
に
日
本
陸

軍
内
で
も
会
津
若
松
連
隊
の
夜
襲
の
す
さ
ま
じ
さ
、
精
強
さ
は

定
評
が
あ
り
、
日
露
戦
役
で
も
抜
群
の
戦
功
を
誇
っ
た
）

。

野
砲
兵
第
二
連
隊
も
ガ
島
に
上
陸
し
、
大
い
に
健
闘
し
ま
し

た
が
、
大
勢
の
お
も
む
く
と
こ
ろ
是
非
も
な
く
多
大
の
犠
牲
を

出
し
て
敗
れ
ま
し
た
。
思
う
に
源
義
経
の
戦
例
に
な
ら
い
敵
の

背
後
を
急
襲
し
、
夜
襲
の
総
攻
撃
と
い
う
戦
法
は
既
に
古
く
、

新
時
代
の
科
学
的
戦
法
に
は
惨
敗
す
る
の
み
と
い
う
戦
闘
状
況

で
し
た
。
こ
の
こ
と
を
大
本
営
そ
の
他
軍
司
令
部
に
理
解
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
が
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
で
も
如
実
に
示
さ
れ
て



お
り
、
痛
ま
し
い
戦
訓
と
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

当
時
の
第
十
七
軍
（
百
武
中
将
軍
司
令
官
）
の
報
告
に
よ
り

ま
す
と
、

ガ
島
上
陸
兵
　
　
三
三
、
〇
〇
〇
人

戦

死
　
　
　
　
一
四
、
五
五
〇
人

戦

病

死
　
　
　
　
　
四
、
三
〇
〇
人

行
方
　
不
明
　
　
　
　
　
二
、
三
五
〇
人

　

計

　
　
　
　
　
二
一
、
二
〇
〇
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
戦
争
栄
養
失
調
症
と
病
名
を
つ
け

ら
れ
て
帰
還
し
た
者
一
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
海
軍
は
六
回
に
わ
た
る
海
戦
で
、
戦
艦
「
比
叡
」「
霧

島
」
以
下
二
四
隻
、
航
空
機
八
九
三
機
、
輸
送
船
は
数
十
隻
が

沈
没
し
、
文
字
通
り
太
平
洋
戦
争
の
帰
す
う
を
決
め
た
の
で

す
。こ

の
う
ち
東
北
健
児
の
戦
死
者
は
、
昭
和
十
八
年
七
月
十
六

日
各
連
隊
発
表
に
よ
れ
ば
計
七
、
五
一
五
人
、
内
訳
は

宮
城
県
　
二
、
二
七
四
人

新
潟
県
　
二
、
六
九
三
人

福
島
県
　
二
、
五
四
八
人

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
作
戦
は
以
上
の
大
失
敗
と
大
損
害
に
よ

り
、
昭
和
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
、
大
本
営
で
は
陛
下
の
英

断
に
よ
り
、
ガ
島
上
陸
の
兵
力
を
撤
収
す
る
よ
う
大
命
が
降
り

ま
し
た
。

こ
の
大
命
に
よ
り
勇
師
団
（
第
二
師
団
）
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ

転
進
し
ま
し
た
。
師
団
も
連
隊
も
す
べ
て
兵
力
の
補
充
と
再
編

成
を
は
か
り
、
新
し
い
陣
容
で
力
強
く
再
生
し
、
マ
ラ
イ
を
経

て
ビ
ル
マ
に
新
天
地
を
求
め
て
転
進
し
た
の
で
す
。
私
達
十
六

年
兵
は
こ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
補
強
再
編
に
符
号
す
る
よ
う
に

仙
台
を
出
発
し
、
南
方
の
本
隊
に
転
属
合
流
し
て
行
っ
た
の
で

す
。野

砲
兵
隊
は
ダ
ウ
に
、
師
団
司
令
部
は
ガ
バ
ナ
ツ
ア
ン
へ
と

進
駐
し
、
付
近
の
警
備
と
訓
練
に
励
み
ま
し
た
。
十
月
漸
く
行

動
を
起
こ
し
マ
ニ
ラ
出
発
、
敵
潜
の
攻
撃
を
さ
け
て
ボ
ル
ネ
オ

の
南
方
海
上
を
■
回
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
入
港
、
こ
こ
で
一

泊
、
マ
レ
ー
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
へ
。
さ
ら
に
一
月
五
日
こ

こ
を
出
発
し
て
ビ
ル
マ
へ
向
か
い
ま
し
た
。

私
は
仙
台
よ
り
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
移
り
、
本
隊
に
補
充
さ
れ
、



連
隊
本
部
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。

ビ
ル
マ
領
内
で
は
連
隊
主
力
が
海
岸
線
に
陣
地
構
築
を
終
わ

り
、
昭
和
十
八
年
徴
集
の
初
年
兵
が
教
育
に
汗
を
流
し
て
い
る

頃
、
ビ
ル
マ
戦
線
は
大
き
く
揺
れ
始
め
て
い
ま
し
た
。
例
の
悪

名
高
い
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
の
発
起
命
令
が
下
さ
れ
、
第
三
大
隊

が
参
加
し
ま
し
た
。

一
方
、
第
二
大
隊
は
「
悪
魔
の
谷
」
と
呼
ば
れ
た
フ
ー
コ
ン

方
面
に
転
進
し
て
「
八
号
作
戦
」
に
投
入
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
敵
の
空
挺
部
隊
に
よ
り
陣
地
を
占
領
さ
れ
る
と
い
う
特
殊

な
戦
場
で
、
第
二
大
隊
は
機
甲
部
隊
を
核
心
に
し
た
強
固
な
円

筒
陣
地
と
敵
機
の
跳
梁
に
苦
し
み
な
が
ら
も
最
後
ま
で
戦
い
抜

き
、
大
部
分
の
火
砲
を
自
爆
し
、
累
々
と
重
な
る
屍
の
山
道
の

峠
を
こ
え
て
死
地
を
脱
出
し
ま
し
た
。
し
か
も
そ
の
余
力
を
ふ

り
し
ぼ
っ
て
、
八
月
急
を
告
げ
る
竜
陵
へ
と
馳
せ
参
じ
た
の
で

し
た
。

昭
和
十
九
年
七
月
、
ビ
ル
マ
作
戦
の
最
後
の
賭
け
と
言
わ
れ

た
「
断
作
戦
」
が
発
起
さ
れ
ま
し
た
。
連
隊
本
部
、
第
一
大

隊
、
第
十
、
第
十
一
中
隊
は
第
二
師
団
主
力
と
共
に
北
ビ
ル
マ

へ
急
進
、
緬
支
国
境
を
通
過
し
て
雲
南
省
へ
入
り
ま
し
た
。

折
し
も
ビ
ル
マ
全
戦
線
随
一
の
橋
頭
堡
と
し
て
そ
の
堅
塁
を

守
備
し
て
い
た
竜
兵
団
（
第
五
十
六
師
団
・
久
留
米
）
の
「
拉

孟
陣
地
玉
砕
」（
九
月
九
日
）
の
悲
電
が
飛
び
ま
し
た
。
こ
の

悲
報
は
並
列
し
て
前
進
す
る
「
勇
」「
竜
」
両
師
団
に
衝
撃
を

与
え
ま
し
た
。
弔
合
戦
の
気
魄
に
燃
え
た
両
師
団
は
、
十
五
対

一
の
兵
力
比
を
も
の
と
も
せ
ず
、
怒
濤
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
る

敵
兵
を
粉
砕
し
て
、
竜
陵
東
西
の
線
に
敵
を
ガ
ッ
チ
リ
と
食
い

止
め
た
た
め
に
、
戦
線
は
膠
着
状
態
に
突
入
し
ま
し
た
。

こ
の
頃
、
軍
の
左
翼
方
面
を
担
当
し
て
い
た
バ
ー
モ
守
備
隊

は
、
敵
に
完
全
に
包
囲
さ
れ
て
突
入
戦
闘
に
移
り
ま
し
た
。
こ

の
バ
ー
モ
守
備
隊
に
配
属
さ
れ
て
い
た
第
二
中
隊
は
、
全
火
砲

を
自
爆
し
、
歩
兵
と
と
も
に
白
兵
戦
を
敢
行
、
そ
の
過
半
数
の

兵
力
の
四
十
五
人
を
失
い
ま
し
た
。
後
日
こ
の
バ
ー
モ
守
備
隊

と
そ
の
救
援
隊
に
部
隊
感
状
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
東
北
兵
と

九
州
兵
が
涙
で
抱
き
合
う
場
面
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

九
月
二
十
六
日
、
第
二
師
団
主
力
の
「
断
作
戦
」
離
脱
命
令

が
下
さ
れ
、「
断
作
戦
」
は
第
二
期
に
移
行
し
ま
し
た
。
第
二
、

第
九
の
両
中
隊
は
歩
兵
第
四
連
隊
の
配
属
と
な
り
、
こ
の
二
個

中
隊
を
残
し
て
十
月
一
日
、
連
隊
の
主
力
は
雲
南
の
戦
線
を
離



脱
し
て
、
中
部
ビ
ル
マ
の
ミ
ョ
ラ
に
集
結
し
ま
し
た
。

思
え
ば
、
仙
台
出
発
以
来
、
我
が
連
隊
の
主
力
が
一
カ
所
に

集
結
し
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
こ
の
集
結
と

再
会
も
敵
の
大
機
甲
部
隊
の
メ
ー
ク
テ
ー
ラ
ー
飛
行
場
占
領
に

よ
っ
て
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
戦
局
の
急
変
に
よ
っ
て
、
連

隊
の
各
隊
は
ま
た
も
や
北
と
南
と
に
挟
を
分
か
つ
運
命
に
あ
っ

た
の
で
す
。

ビ
ル
マ
残
留
の
二
個
大
隊
（
第
一
、
第
三
大
隊
）
は
、
イ
ラ

ワ
ジ
河
畔
の
「
盤
作
戦
」
に
急
行
し
、
引
続
き
「
克
作
戦
」

（
ビ
ル
マ
撤
退
作
戦
）
に
投
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
戦
場
は
ビ

ル
マ
の
大
平
原
で
あ
り
、
対
戦
車
戦
闘
の
核
心
戦
力
は
砲
兵
で

し
た
。
ま
た
撤
去
す
る
部
隊
を
収
容
援
護
す
る
の
も
砲
兵
で
し

た
。
砲
兵
魂
は
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
兵
力
の

犠
牲
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
両
大
隊
が
全
火
砲
を
ビ
ル
マ
の
泥

土
に
埋
め
、
互
に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
シ
ヤ
ン
高
原
を
越

え
、
連
隊
主
力
の
い
る
サ
イ
ゴ
ン
に
原
隊
復
帰
し
た
の
は
、
ミ

ヨ
ラ
で
の
南
北
決
別
よ
り
六
カ
月
後
の
昭
和
二
十
年
七
月
三
日

の
こ
と
で
し
た
。

ビ
ル
マ
作
戦
を
ふ
り
か
え
っ
て
見
る
と
、
昭
和
十
九
年
正
月

か
ら
翌
二
十
年
七
月
ま
で
、
わ
ず
か
一
年
七
カ
月
に
す
ぎ
な

い
。
し
か
し
野
砲
兵
第
二
連
隊
は
、
ア
キ
ヤ
ブ
作
戦
の
初
期
か

ら
、
ウ
号
（
イ
ン
パ
ー
ル
）

、
八
号（
フ
ー
コ
ン
）

、
断（
雲

南
）

、
盤（
イ
ラ
ワ
ジ
河
畔
）

、
克（
ビ
ル
マ
撤
退
）
作
戦
の
末

期
に
い
た
る
ま
で
ビ
ル
マ
の
全
作
戦
に
参
加
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

思
え
ば
、
我
が
連
隊
は
、
ビ
ル
マ
全
土
に
あ
ま
す
こ
と
な

く
、
そ
の
足
跡
を
残
し
た
と
も
言
え
ま
す
。
従
っ
て
そ
の
尊
い

犠
牲
者
も
、
そ
の
数
は
多
く
そ
れ
は
ジ
ャ
ワ
、
ソ
ロ
モ
ン
（
ガ

島
）
作
戦
を
上
回
る
六
百
人
余
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

次
に
仏
印
作
戦
に
つ
い
て
。

昭
和
二
十
年
二
月
末
、
第
二
師
団
主
力
と
行
動
を
と
も
に
し

て
い
た
連
隊
主
力
は
、
夜
を
日
に
つ
ぐ
急
行
軍
で
二
〇
〇
〇
キ

ロ
を
大
転
進
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
駐
留
し
て
次
期
作
戦
を
準
備

し
ま
し
た
。

私
は
二
十
年
二
月
頃
「
原
兵
長
は
部
下
四
人
を
伴
い
石
井
連

隊
副
官
に
同
行
す
べ
し
」
と
の
命
令
を
受
け
、
カ
ン
ボ
ジ
ャ
の



プ
ノ
ン
ペ
ン
付
近
の
竹
藪
へ
と
の
先
発
に
転
進
し
ま
し
た
。
そ

し
て
「
明
号
作
戦
」
の
準
備
を
し
ま
し
た
。

そ
の
当
時
の
仏
印
の
情
勢
は
、
仏
印
は
日
本
に
対
し
て
宣
戦

布
告
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
い
ろ
い
ろ
と
敵
対
行
為
が
多
か
っ

た
の
で
す
。
松
本
全
権
大
使
が
仏
印
の
総
督
に
対
し
て
「
二
十

年
三
月
九
日
午
後
十
時
を
期
し
て
、
無
条
件
降
伏
を
す
る
か
、

否
か
？
」
と
の
最
後
通
牒
を
突
き
つ
け
た
の
で
す
。

〔
註
「
明
号
作
戦
」
と
は
、
反
仏
ク
ー
デ
タ
ー
の
こ
と
〕

野
砲
兵
第
二
連
隊
の
我
々
は
メ
コ
ン
川
沿
い
に
陣
地
を
布
い

て
、
メ
コ
ン
川
を
下
っ
て
く
る
仏
印
の
敵
を
待
ち
受
け
て
い
ま

し
た
。
何
事
も
な
く
平
穏
に
す
ぎ
、
明
号
作
戦
は
終
わ
り
ま
し

た
。
五
月
三
日
サ
イ
ゴ
ン
へ
移
駐
、
野
砲
兵
連
隊
長
石
崎
大
佐

を
長
と
す
る
サ
イ
ゴ
ン
警
備
隊
を
編
成
、
警
備
と
陣
地
構
築
を

し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
所
へ
、
七
月
三
日
待
ち
こ
が

れ
て
い
た
第
一
、
第
三
大
隊
の
ビ
ル
マ
生
き
残
り
の
勇
士
た
ち

が
、
サ
イ
ゴ
ン
へ
追
及
し
て
き
ま
し
た
。

私
は
郵
便
局
の
防
空
司
令
所
（
佐
藤
軍
曹
が
長
）
に
た
て
こ

も
り
、
仏
軍
よ
り
接
収
し
た
通
信
機
で
敵
状
（
仏
の
飛
行
機
が

ど
ん
な
要
領
で
飛
来
す
る
か
と
の
）
を
各
隊
に
流
し
ま
し
た
。

二
カ
月
で
交
替
し
ま
し
た
。

サ
イ
ゴ
ン
市
内
で
ト
ー
チ
カ
を
作
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
セ
メ
ン
ト
が
無
い
の
で
、
チ
ー
ク
材
で
作
る

べ
く
準
備
を
し
、
経
理
の
伍
長
と
車
十
台
を
つ
れ
て
、
材
木
商

へ
行
き
、
チ
ー
ク
材
を
引
き
取
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

八
月
十
五
日
正
午
、
重
大
放
送
が
あ
る
と
の
こ
と
。
放
送
は

不
明
瞭
で
主
旨
は
ど
う
や
ら
「
最
後
の
一
兵
ま
で
戦
え
」
と
の

こ
と
ら
し
い
。
も
ち
ろ
ん
覚
悟
の
上
の
こ
と
、
み
ん
な
頑
張
っ

て
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
落
ち
着
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の

う
ち
、
本
部
の
兵
技
の
曹
長
が
「
ど
う
も
お
か
し
い
、
負
け
た

ん
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」
と
言
い
出
し
て
騒
然
と
な
り
、
そ
の
う

ち
師
団
司
令
部
そ
の
他
の
高
級
司
令
部
よ
り
「
降
伏
」
と
伝
え

て
来
ま
し
た
。

宮
様
が
陛
下
の
命
令
書
を
持
っ
て
、
説
得
に
来
ら
れ
る
と
の

こ
と
。
無
条
件
降
伏
が
確
定
し
て
、
私
達
は
半
年
分
の
給
料
を

も
ら
い
ま
し
た
。

一
切
の
軍
事
行
動
を
停
止
し
て
い
る
日
本
軍
の
前
へ
、
上
陸



し
て
来
た
英
・
仏
連
合
軍
は
、
ベ
ト
ナ
ム
独
立
開
放
軍
の
戦
闘

行
動
に
よ
り
、
サ
イ
ゴ
ン
市
内
を
一
歩
も
外
に
出
ら
れ
な
い
ほ

ど
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
連
合
軍
は
一
度
行
動
を
停
止
し
て
い

た
我
が
連
隊
に
再
武
装
を
命
じ
、
連
合
軍
の
指
揮
下
で
、
解
放

軍
ゲ
リ
ラ
の
掃
蕩
作
戦
に
参
加
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
た
め
九
月
十
二
日
は
連
隊
の
各
隊
は
、
現
在
位
置
で

再
武
装
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。
誠
に
不
本
意
な
戦
闘
が

こ
れ
以
後
五
カ
月
も
続
き
ま
し
た
。
こ
の
作
戦
で
連
隊
は
、
ま

た
も
五
十
人
余
の
尊
い
命
を
失
い
ま
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
二
月
、
独
立
解
放
軍
を
サ
イ
ゴ
ン
郊
外
へ
と

駆
逐
し
た
の
ち
、
連
隊
は
ツ
ド
ッ
ク
で
英
軍
に
対
し
て
降
伏
式

を
行
い
、
武
装
解
除
を
完
了
、
終
戦
処
理
が
始
め
ら
れ
ま
し

た
。■

に
よ
る
と
、
軍
紀
風
紀
の
厳
正
た
部
隊
よ
り
内
地
へ
帰
す

と
の
司
令
部
命
令
の
よ
し
。
第
二
師
団
は
軍
紀
風
紀
の
良
い
部

隊
だ
か
ら
、
二
十
一
年
五
月
待
ち
に
待
っ
た
内
地
帰
還
が
始
ま

り
、
リ
バ
テ
ィ
ー
号
に
乗
り
、
十
二
、
三
日
で
大
竹
（
私
は
鹿

児
島
）
へ
入
港
し
ま
し
た
。
行
く
時
は
い
ず
れ
も
一
カ
月
以
上

の
航
路
で
し
た
。

荒
廃
し
た
祖
国
の
姿
、
そ
れ
で
も
美
し
い
日
本
の
山
河
を
眺

め
な
が
ら
、
全
将
兵
は
感
激
し
て
港
か
ら
宿
舎
ま
で
、
四
列
縦

隊
で
行
進
し
ま
し
た
。
し
か
も
堂
々
と
歩
調
を
と
と
の
え
て
、

し
か
し
こ
れ
が
、
我
が
連
隊
の
最
後
の
勇
姿
で
し
た
。
そ
し
て

臨
時
動
員
降
下
の
昭
和
十
六
年
十
月
か
ら
数
え
て
六
年
目
に
し

て
、
我
が
野
砲
兵
第
二
連
隊
の
栄
誉
あ
る
歴
史
は
、
そ
の
幕
を

と
じ
た
の
で
し
た
。

私
達
鹿
児
島
上
陸
組
は
、
上
陸
一
時
間
前
に
階
級
章
は
全
部

外
し
ま
し
た
。
そ
し
て
天
保
小
学
校
へ
集
結
し
ま
し
た
。
そ
の

時
の
連
隊
長
の
訓
示
を
左
に
か
か
げ
ま
す
。

「
野
砲
兵
第
二
連
隊
の
歴
史
は
七
十
年
で
終
わ
っ
た
。
敗
北

の
歴
史
で
は
な
い
。
残
念
な
が
ら
世
は
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン

の
支
配
す
る
所
と
な
っ
た
。
故
郷
へ
帰
っ
て
も
そ
の
誇
り
を

捨
て
ず
と
頑
張
っ
て
く
れ
」

昭
和
二
十
一
年
五
月
十
六
日
、
懐
か
し
い
我
が
家
へ
着
き
ま

し
た
。
予
め
電
報
を
打
っ
て
お
き
ま
し
た
。
同
年
兵
が
一
週
間

早
く
復
員
し
て
い
た
の
で
、
家
で
は
模
様
は
全
部
分
か
っ
て
い



ま
し
た
。

五
月
十
六
日
家
へ
着
き
ま
し
た
。
母
が
「
お
前
の
嫁
は
も
う

決
め
て
お
い
た
ぞ
」
と
。

私
の
軍
隊
で
の
労
苦
と
言
っ
て
も

１
　
歩
兵
の
よ
う
に
歩
く
こ
と
は
な
い
車
両
部
隊
。

２
　
連
隊
本
部
勤
務
。

で
労
苦
は
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
た
だ
不
満
で
あ
っ
た
こ

と
は
進
級
の
事
で
し
た
。
昭
和
十
八
年
進
級
の
時
、
上
等
兵
よ

り
兵
長
に
な
れ
ず
進
級
が
一
回
お
く
れ
ま
し
た
。
人
事
係
曹
長

さ
ん
が
「
く
や
し
い
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
連
隊

本
部
の
将
校
下
士
官
全
部
が
私
を
推
薦
し
て
く
れ
た
の
に
、
連

隊
副
官
が
筆
耕
の
上
手
な
者
を
推
薦
し
て
私
は
落
ち
た
の
で

す
。
次
に
伍
長
に
任
官
の
時
は
私
が
一
番
と
な
り
、
前
の
兵
長

の
時
の
雪
辱
を
遂
げ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

結
婚
は
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
十
七
日
に
式
を
挙
げ
ま
し

た
。
現
在
妻
も
元
気
で
子
供
は
男
女
男
と
三
人
で
す
。
孫
は
男

ば
か
り
三
人
。
曽
孫
は
女
一
人
。

復
員
後
の
地
域
の
役
職
を
振
り
返
る
と

１
　
消
防
分
団
長

２
　
部
落
の
区
長

３
　
農
業
委
員
　
五
期
（
一
期
三
年
）
こ
の
内
会
長
三
期

４
　
会
津
北
部
土
地
改
良
会
計
理
事
三
期
（
一
期
四
年
）

５
　
加
納
村
土
地
改
良
会
計
理
事
一
期
三
年

６
　
加
納
村
文
化
財
審
議
委
員
会
副
会
長
二
十
年

７
　
加
納
村
郷
土
史
研
究
会
会
長
三
年

８
　
小
中
学
校
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

家
庭
で
は
花
の
ハ
ウ
ス
園
芸
十
三
年
、
収
益
は
ま
ず
ま
ず
。

学
校
同
級
生
九
人
戦
死
、
そ
の
内
七
人
は
特
攻
。

同
級
会
長
　
満
八
十
歳
の
同
級
会
二
十
三
人
出
席
。

龍
兵
団ビ

ル
マ
戦
線
よ
り
還
る
　 

佐
賀
県
　
岸
川
力
蔵
　 

私
は
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
十
月
に
生
ま
れ
、
昭
和
十
六

（
一
九
四
一
）
年
徴
集
兵
で
あ
り
ま
す
が
、
現
役
入
営
で
は
な

く
、
昭
和
十
七
年
四
月
に
応
召
さ
れ
、
久
留
米
歩
兵
の
第
一
四




